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〔韓国において：編集局〕生活協同組合の活動は、消費者運動を超え共同体の価値を追
求する生活政治運動の一環でもある。本研究は、晋州iCOOP消費者生活協同組合を事例
として、生協が地域社会において生活政治を作っていく過程を生協組合員たちの観点から
把握することに目的をおいている。本論文が注目する「生活政治」（Life Politics）とは、
市民または住民の参与と自治による民主的地方政治が実現する政治、市民社会の運動と生
活から提起されている具体的で実質的な諸問題を解決できる政治を意味する。晋州
iCOOP生協は、無償給食維持および晋州医療院閉鎖反対運動を通じて市民生活の公共性
を守る活動を展開した。それに留まらず、「市議会モニタリンググループ」を通じて、生
活政治運動の拡大強化も行っている。晋州iCOOP生協は日常の生活政治と関連して生協
が占めうる位相と役割を模範的に示す稀な事例であると言える。地域社会に親和的な議題
をあつかい、地域住民たちの参与に基礎をおく生協の特性を考慮すれば、晋州以外の他地
域における生協もまた該当地域の生活政治において主要な役割を占めるものと期待される。

アブストラクト（抄訳）

（キーワード）　�iCOOP生活協同組合　生活政治　市議会モニタリンググループ
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１．序論

2017年に出帆した文
ムンジェイン

在寅政府が推進してい
る課題のうちの一つは地方分権の強化と均衡
発展である。文在寅政府は中央の権限を地方
に移譲、財政分権の実現、住民参加拡大等を
中心に地方自治を強化しようとしている。こ
うした公約は中央政府と首都圏に集中した権
限と資源の問題を解決するために推進された

（ともに民主党2017：128－９頁）。首都圏中
心の政治と発展から離脱し、その間、周辺化
され排除されてきた非首都圏地域の声を強く
示し、地方が直面している多角的な不平等問
題と地域発展のための諸議論がもう少し積極
的に進められる相貌をみせている。

こうした脈絡において本研究は、政府が推
進課題に設定する前から市民社会が行ってき
た地域発展のための動きに注目する。国家的
次元の制度的接近も重要であるが、その間、
市民社会領域の次元で試みられてきた地域政
治の姿を評価することで、地域発展のための
課題を導出しうる行為者的接近も必要なため
である。すなわち、地域の市民社会が地域の
生を変えようとする試みをどのように行って
いるか、中央政府中心の政治ではなく生活政
治という議論を通じてみようと思う。生活政
治は自己の生を変えるという生の中の政治と
して定義できる（ギデンズ2006）。したがっ
て、地域の発展と地域住民の生の変化を地域
市民社会の生活政治運動の中で子細にみよう
というのである。地域社会の住民たちで構成
された民間組織体を通じて自分たちが住んで
いる町を改善し発展させる諸々の努力、すな
わち生活政治を作っていく力動的な相貌を見

いだしうる。
韓国の多様な市民社会諸組織のなかで消費

者生活協同組合（以下生協）は、現在、組合
員の生に対する改善と地域社会の発展を目的
として活動しているだけに、生活政治運動的
な性格が強い組織である。しかしながら、生協
を生活政治の次元よりは安全な食べ物を消費
する場所として認識する傾向が強く現れてい
る（チャン・ウォンソク／イ・ヂウン2009：
195；キム・セヂュン2017）。もう少し多様な
領域において活動を示してみせる前に、安全
なマート程度に局限されている側面が目立つ

（ハ・スンウ2009：46）。ここに、生協をめぐ
って消費者主義の限界をもった協同組合とい
う批判を提起しうる。しかしながら、生協は
政治的・社会的欲求を充足させる共同体とし
ての目的を定款に明示しており、地域社会の
発展と地域問題の解決のために漸進的な努力
を行っている。このように生協は地域社会の
活動を通じて共同体の価値を具現し地域の発
展を実現し、住民たちの生を変えるための生
活政治運動を持続的に行っているため、その
可能性を探索してみようと思う。ここにま
ず、生協という組織体が追求する生活政治運
動の側面を実際的な脈絡で子細にみる作業が
必要であろう。

こうした必要性に依拠し本研究は晋
チンジュ

州地域
のiCOOP生協の事例を扱う。その理由はまず
晋州が非首都圏地域のうちの一つという点で
ある。首都圏中心の地域発展による地域の不
平等は深刻な水準であり、政治領域と社会運
動の場合もソウルと首都圏中心に活性化され
ている（ホン・ソンテ2015：79）。生活政治
に関する言説をはじめとしたまちづくり事業
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〔「村」と訳される場合が多い「마을」をここ
では「まち」と訳した：訳者〕と協同組合に
関する支援策もソウル中心に偏重している。
運動的次元もまた地域的に不均衡に分布して
いる。こうした状況は非首都圏地域の発展方
向を模索すべき必要性を提起する。こうした
理由で本研究は非首都圏事例として晋州
iCOOP生協の生活政治運動を選択した。

もうひとつの理由は、洪
ホン

準
ジュン

杓
ピョ

前慶尚南道
知事〔道知事退任後大統領選挙に出馬、敗北
後2017年７月から2018年６月まで韓国の保守政
党自由韓国党の党首：訳者〕が推進してきた
諸々の政策のためである。洪準杓前慶尚南道
知事は、慶尚南道全体の児童無償給食支援を
中断し晋州医療院閉鎖も推進し晋州地域の教
育・医療的側面で甚大な変化をもたらした。

慶尚南道知事の政策方向が地域住民の日常的
生に突然変化をもたらし、この過程で晋州
iCOOP生協は生活的価値を守るための動きと
して生活政治運動をより積極的に推進した。
このように他地域に比べ注目される生活政治
イシューの登場とそれに続く対応を捕捉する
ため、晋州地域が最も適合的であると考えた。

これにより本研究の目的は、晋州iCOOP生
協が地域社会において生活政治を作っていく
力動的な過程を当事者たちの観点から把握し
理解するところにある。このような研究の目
的を達成するため本研究は次の研究内容によ
って構成されている。第一に、晋州iCOOP生
協の生活政治を触発する脈絡と背景は何であ
るか、第二に、所属する組合員や活動家たち
が地域社会の変化のためにいかなる活動を
し、積極的な生活政治運動のために必要なも
のは何であるか、第三に、晋州iCOOP生協の
組合員や活動家たちが市議会政治活動を通じ
て経験した変化は何であり、またこの過程で
認識された生活政治とは何であるか等であ
る。このように導き出された研究結果は、生
協が食べ物以外にも政治的・社会的必要と欲
求に対処していき、向後、地域社会に生協の
価値２を拡大し生活政治の土台を確立する際
に基礎資料として活用されるであろう。

２．理論的議論および先行研究の検討

１）生活政治の概念的理解

では生活政治とは何であるか。多くの学者
が示す定義がそれぞれ少しずつ異なるが、日

２　本研究は「生協の価値」または「協同組合の価値」を1995年のマンチェスター総会で提示された案を参考に定義した。
この総会で国際協同組合連盟（ICA）は協同組合の価値について、「協同組合は自助、自己責任、民主主義、平等、公正、
そして連帯の価値に基盤している。協同組合の先駆者たちの伝統にしたがって協同組合組合員たちは正直、公開、社会的
責任、他人に対する配慮等の「倫理的価値」を信条とする」と採択した。生活政治の強化はこのような価値の拡散を目的
とする、とみることができる。

［編集局作成］
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常にあらわれる諸問題を大義的な政治制度の
限界から抜け出て解決しようとする言説であ
り制度（ソ・ヂョンガップ／オ・ムンファン
1995：15）として、生活政治をみている。生
活政治という概念を提示した代表的な学者で
あるギデンズ（1998）は搾取と不平等に立ち
向かう解放政治とは対立する概念として自己
の倫理的選択と相互性を強調して生活政治に
ついて定義をした。不平等、権力、正義の問
題を政治学的に解こうとする解放政治と道徳
的生活様式、生の方式等の問題に注目した生
活政治を比較して説明し、自己実現の領域を
強調した（ギデンズ2006）。生活政治は自己
実現を重視するため個人の独自的行為が可能
なように社会を構築することに傍点をおいて
いる（タッカー 1999）。近代社会の社会運動
と政治の領域は主に「労働解放」のような階
級運動という巨大な議題に集中し、これを解
決するための過程も政党と労働団体を中心と
する国家次元の民主主義制度改革を通じて現
れた。韓国の場合、1980年代を貫通する民主

化運動と労働運動等を通じて解放政治が発現
し巨大な社会変化を推進させた。しかし、
1987年の民主化以降、韓国社会の高度な分化
は民主化と社会運動が解決しえない死角地帯
をつくりだし日常世界の問題についての代案
を提示しえなくなるに至った。これは人びと
をして政治的関心から遠ざけ政治の領域はよ
り狭小に認識され生活世界と乖離が生じてい
った。これを解決する過程で登場したのがま
さに生活政治である。

ギデンズの生活政治に関する議論は、近代
社会に対する省察的民主主義を通じて、公論
場としての役割として生活政治に注目したと
いう点でベック（U. Beck）とハーバーマス（J. 
Habermas）の議論と共有される地点がある

（ソ・チャンフン2009；ハ・スンウ2009）。ベ
ックは下位政治という概念を通じて近代社会
に対する省察を試みている（ハ・スンウ
2009：41）。また下位政治という概念を通じ
て生活政治運動を遂行する行為者についての
議論を展開し誰が行うのが生活政治であるか

〈表１〉政治パラダイムの比較

パラダイム

項目
国家権力政治のパラダイム 生活政治のパラダイム

行為者 政府、政党、主要階級利益団体 市民団体、地域住民、柔軟自発集団等、
多様な生活および運動の主体

理念および価値 冷戦理念、地域主義、成長主義、安定志
向性、権力志向の価値

自己実現と自己拡張志向の共存、共生の
価値、アイデンティティ志向の価値

イシュー 経済成長、分配、軍事安保、社会統制 環境、平和、女性、人権等

運動政治 民主化運動、政治経済改革運動 生活政治運動（環境、平和、女性、人権
運動等）

公共性 国家公共性 生活公共性、市民社会の多層的公共性、
市場公共性

民主的政治過程 巨視民主主義、大義民主主義 微視民主主義、参加民主主義、熟議民主
主義

福祉政治 分配的福祉 省察的福祉、自己実現的福祉

資料：チョウ・デヨップ2014：136
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に対する答えを求めている。
下位政治は既存の制度政治が弱化するにし

たがって制度政治の外にいた市民、利益団
体、社会団体、現場活動家等が新しく登場し
て社会改革に参加する、下からの政治として
定義されている（ベック1997）。ハーバーマ
スもまた生活政治を公共領域の回復のための
動きとして定義し、生活単位の共同体を回復
することが狭小化した民主主義を回復し生活
世界を守る道であると主張した（ハーバーマ
ス2006）。チョウ・デヨップはこうした議論
を参考に国家権力中心の政治と生活政治の差
異を行為者、理念および価値、イシュー、運
動政治、公共性、民主的政治過程、福祉政治
という項目を基準に区分し提示している（チ
ョウ・デヨップ2014：134－７頁）。

しかしながらギデンズを中心に展開された
生活政治をめぐる諸議論は、学者それぞれの
異なる定義と分析地点によって抽象的で明瞭
でないと批判されてきた。ベックが下位政治
を通じて生活政治の主体の問題を浮き彫りに
したのと同様、アーレント（H. Arendt）も
また生活の中で諸問題をみずから解決する政
治形態として「評議会」に注目しながら生活
政治の実現のための主体の問題に一層集中し
た（ソ・ヂョンガップ他1995：15）。ところで、
ベックとアーレントの議論を通じてギデンズ
の概念が補完されうるのとは異なり、生活政
治という概念自体に対する批判も提起され
た。生活政治と解放政治を対立的にみる視角
に つ い て の 問 題 提 起 で あ る。 ル ー ス

（Roos1999）は、生活政治が表面的に現れる
社会的問題より一層根本的な現実をあつかう
ため、個人の生活に局限して接近するより

は、国家次元の既存政治との中間地点におい
て現れるものに対して留意すべきであると批
判した。ギデンズが生活政治を通じて解放政
治を断絶すると述べたが、実際には両者は交
差しており生活の問題が解放の問題を呼び起
こし、解放政治の問題が生活の問題を呼びお
こすので、両概念を対立的にみてはならない
というのである（ソ・チャンフン2009）。生
活政治が発現する社会的場所もまた個人の水
準にとどまらず社会的場所と関係網まで拡大
していることを確認できる（イ・ヒョンギョ
ン2014）。

現在まで展開されてきた生活政治に関する
議論のなかで、本研究は行為者に焦点をあて
生活政治運動の姿を分析しようと思う。チョ
ウ・デヨップは生活政治の項目を行為者、イ
シュー、政治過程等に分類し、行為者の自己
実現とアイデンティティの政治を生活政治の
核心要素として強調している（チョウ・デヨ
ップ2014：134）。既存の政治体系と生活政治
が明確に区別される地点として、個人行為者
の自己実現を生活政治の代表的特徴として提
示したのである。したがって行為者的要素は
生活政治の発展程度を分析しようとするとき
明確な基準になる。ルースが提起した批判を
通じてわかるように、環境、女性のような議
題や参加民主主義という政治過程に関する基
準を通じて生活政治をながめると、解放政治
と生活政治を連続線上で把握することにな
り、これによって生活政治だけの特徴を明確
に捕捉することは難しい。このため、生活政
治を行っている事例を明確に分析することを
目的に、本研究は、行為者の側面に集中し、
晋州iCOOP生協の活動家と組合員たちが生活
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政治を通じて変化する地点を捕捉する。生活
政治は日常を脅かす権力と暴力に抵抗する政
治であり、生の保守化から抜け出て日常から
変化をつくりだすための試みであるとすると
き（オ・ヂェファン1996：101）、晋州iCOOP
生協の当事者たちがいかなる政治を行い、自
己の生において日常がどのように変化したの
か、詳しくみることによって生活政治の姿を
とらえようと思う。政治の狭小化が呼び起こ
す日常生活の疎外と共同体の意思に対する歪
曲を解決するため、地域政治とその地域市民
社会の動きを基礎に生活政治の可能性を探索
しようとするものである。既存の国家権力中
心の政治とは異なり日常の生を変える運動と
して生活政治運動をながめるならば、人びと
の日常的生が営まれる地域に注目する必要が
ある（オ・ヂェファン1996：101）。

２）協同組合と生活政治に関する先行研究の

検討

韓国において生活政治が本格的に登場しは
じめたのは2008年の狂牛病反対ロウソク集会
を通じてである（チョン・テソク2009；ハ・
スンウ2009）。韓国の生活政治は消費社会の
到来とともに現れたとみられるが（チョン・
テソク2009）、消費等が日常的生の空間にお
いて中心に位置するようになったにもかかわ
らず、生態環境、食べ物の不安等が社会問題
化されると、人びとが生の質に関心をもつよ
うになり生活政治の議論が活発化したという
のである（キム・ヒョンミ2009：95）。その
ため、食べ物の安全に関する議題を直接扱っ
ている協同組合についての関心も重大にな
る。しかしながら、先行研究を子細にみると、

協同組合と生活政治の関係を直接分析するよ
りは、地域政治と生活政治の関係、女性運動
と生活政治の関係の中で消費者生協の活動を
簡略に言及したり限界のみを指摘する方式で
研究が進められている。

キム・ヨンイル（2007）は、地方政治活性
化のために地方議会を強化する必要があり、
その際、市民の政治参加の重要性に言及し生
活政治としての地方政治を強調している。地
方政治は国家次元の権力獲得の過程ではな
く、地域社会の生活の中で現れる葛藤を調節
し解決することを目的とするので、生活政治
を強化すべきであるというのである（キム・
ヨンイル2007：150）。ハ・スンウ（2011）も
また生活政治の活性化のためにローカルガバ
ナンスの具現が必要であると述べ、共同地方
政府と住民参加予算制度を通じて生活政治の
可能性を検討している。生活政治の発展のた
めには、地域政治の変化をひきだし制度政治
の力とともに新しい諸主体の力量強化も要求
されると言う。地域社会の中で生協が行うガ
バナンスの動きを直接扱っている先行研究も
ある。ヨム・チャンフィ（2010）は、iCOOP
生協が地域の発展のためにどのような活動を
しているか、地域社会がiCOOP生協に与える
意味が何であるか説明している。地域は組合
員たちに密着した空間でもあり、資本の世界
化の流れに立ち向かうことができる抵抗の場
としての意味を有しているため、地域社会と
協力する協同組合になるべきであると強調す
る（ヨム・チャンフィ 2010：91）。キム・ア
ヨン／チョウ・ヨンヂョン／チャン・スング
ォン（2016）の研究を通じても、協同組合の
ガバナンスの実践がどのように進んでいるか
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確認できる。ただし、キム・アヨン／チョウ・
ヨンヂョン／チャン・スングォン（2016）の
研究事例は、組合員に注目するよりは協同組
合理事会に限定して観察するという限界を有
している。

女性運動と生活政治の関係を扱う先行研究
は、大部分、生活政治の議題として、女性運
動がどのように位置を占めているかについて
の説明でなりたっている。チャン・ミギョン

（2002）は、生活政治とフェミニズムが参加
民主主義、代案的価値、公共性の確保、公私
区分の解体という地点から共通の認識を有し
ており、これを生活自治運動の事例を通じて
説明している。パク・フィスクもまた日本の
生活政治について説明しながら、家族の形式
と男性と女性の社会的役割を再定義すること
を生活政治の主要原理として提示し、生活政
治の中の女性運動がどのような原理と議題と
して位置を占めているか示している（パク・
フィスク2009：89）。イ・ヘスク（2009）は、
生活政治の時代に女性たちが参加している地
域女性運動の姿とこれを基礎として地域政治
にどのように結合しているかについて分析を
試みている。この研究の特徴は、生活政治の
議題として女性問題を記述するよりも、生活
政治の主体として女性を観察し彼女たちの政
治勢力化を通じた地域政治への参加を生活政
治とすき間なくつながっているものとしてみ
るという点である。

ここまで詳細にみた先行研究は、地域と女
性を生活政治との関係のなかで扱い生協の活
動も検討したという点において、本研究に反

映すべき点が多いとみられる。しかしなが
ら、行為者の観点から消費者生協の組合員た
ちが生活政治運動を行っている事例に対する
分析が不在であることによって、生協と生活
政治の関係を扱いえていない限界もまた存在
する。地域運動と女性運動としての役割を強
調しているが、実際、生活政治運動の一環と
してどのような活動を進めているか、具体的
な事例についての分析が不足しているのであ
る。また、事例を扱っている場合でも、組合
が何を行ったかについて重きをおいており、
内部の組合員が生活政治運動の中でどのよう
に感じているかについて看過している限界を
示している。したがって、本研究は、地域と
女性を中心として生活政治運動を行っている
晋州iCOOP生協の活動を観察し、内部の組合
員たちが感じる変化の地点と生活政治に対す
る認識を捕捉するであろう。

３．研究対象および研究方法

１）晋州iCOOP消費者生活協同組合

晋州iCOOP生協は2002年、８人の準備委員
と17人の組合員ではじまった。翌年、100余
人の組合員で創立総会をもち本格的に活動を
展開した３。現在登録されている組合員数は
3,500人程度で、このうち毎月組合費を支払う
組合員数は2,896人（2016年５月初旬基準）４

である。組合費を支払う組合員基準でみる
と、晋州地域の34万余人のうち５約１％が晋
州iCOOP生協を利用していることになる。組
合員の特性を詳しくみると、ほとんどが女性
であり、そのうち専業主婦の比率が60％、最

３　「生活協同組合の力は組合員から出てくる」《タンディニュース》2016年３月８日。
４　晋州iCOOP生協『５月第一週業務報告（５／２～５／４）』http://coop.jinju.or.kr/（2017. ４.30）。
５　晋州統計情報システム『年度別住民登録人口統計』http://stat.jinju.go.kr/（2017. ４.30）。
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も幼い子どもの年齢が満９歳以下になる組合
員が57％に達するものと推定される６。店舗
はシンアンピョンゴ店とチョヂョン店があ
る。売上高をみると2015年基準で年間63億ウ
ォン程度の売上を示した。収買先収金７の参
加率も36.8％と、全国地域組合の平均である
30％（iCOOP消費者活動連合会2016：72）を
上回っている。

晋州iCOOP生協において主に行われること
には、健康で安全な食べ物の販売、環境ホル
モン誘発食品およびGMO反対運動等、食品
安全性を確保するための活動、各種集まりを
通じた地域共同体活性化、地域の市民社会諸
団体との連帯協力等がある８。2002年からは
じまった晋州iCOOP生協の活動は、食品安全
キャンプ、狂牛病牛肉反対キャンペーン、
GMO映画上映等の食べ物の安全という主題
を中心に営まれている。これだけでなく、市
民協同学校、政治講座、予算学校等を運営し
市民政治意識高揚のための活動を進めてい
る。地域連帯活動の側面では、「晋州医療院
市民対策委員会」に積極的に結合しつつ医療
の公共性の問題も扱っている。市民対策委員
会は慶尚南道道庁の晋州医療院閉鎖措置に反
対して作られた団体であり、マーズ（MERS）
事態以降は公共医療に対する関心がより拡大
し活発な運動を展開した。その他にも親環境
無償給食運動、セウォル号〔2014年４月16日
に沈没した旅客船で修学旅行中の高校生を含
む多くの乗客が犠牲になった：訳者〕特別法
制定のための活動、晋州市議会政治監視団運

営、晋州市予算分析の集い、晋州協同社会的
経済連帯会議への参加など地域の多様な生活
領域において役割を遂行している。また正し
い食べ物委員会を通じて食べ物の安全に関す
る問題を扱い、教育委員会を通じて組合員教
育と共に生活政治運動に必要な政治講座を開
設していた。

以上で詳しくみたように、地域政治運動と
市民社会活動への参加等を通じて、その間、
晋州iCOOP生協が生活政治を具現してきた民
間組織として、その活動の歴史が確認され
る。たとえ草創期の生協が、専業主婦中心で
安全な食べ物、食品の安全性確保に主眼点を
おいて活動をはじめたとしても、漸次、地域
社会の教育、医療、健康、環境領域にわたっ
て住民たちの生を脅かす多様な諸懸案をイシ
ュー化し、他の市民団体と連帯、協力し解決
していく力量を示している。

２）資料収集および分析方法

本研究は晋州iCOOP生協が生活政治の側面
でどのような活動を行い、地域社会で地域政
治をどのように具現したのか子細にみるた
め、個別の深層面接を通じた資料収集に重点
をおいた。これに生活政治に対する理論的議
論および関連文献資料を考察し、半構造化さ
れた深層面接の質問紙を開発した。このよう
に開発された深層面接の質問紙は、晋州
iCOOP生協において生活政治をするようにな
った脈絡と背景は果たして何であるか、具体
的にどのような活動や市民運動を行うか、組

６　晋州iCOOP生協組合員の特性に関する調査資料がないため、全国iCOOP生協組合員を対象として調査を実施した資料
（iCOOP協同組合研究所2015）を基礎に比率を推定する。

７　収買先収金は利用する物品代金をあらかじめ支払うもので、組合員全員が利用する農産物の生産、収買に使用される資
金（生産契約金、収買資金）を言う。

８　晋州iCOOP生協『晋州iCOOP生協紹介』http://coop.jinju.or.kr/（2017. ４.30）。
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合員や活動家たちが引き出した地域社会の力
動的変化と結果はどのようであるか等に関す
る内容で構成される。本研究の個別面接は
2016年１月から４月まで実施された。個別面
接は大体１時間から１時間20分程度を要し
た。深層面接は秘密保障を原則として匿名で
処理されることを説明し、研究参加者たちの
同意書に合意を受けた後にはじめた。研究参
加者たちの表現を詳細に記録するため研究参
加者たちの同意のもとで録音機を使用し、こ
のように収集された面談内容は研究以外の目
的で使用しないことを知らせた。

このように収集した本研究の資料の分析方
法として、録音された資料を読み解いた後、
該当事例自体と他の事例との比較分析を通じ
て、研究参加者たちが経験する生活政治、ま
た彼らみずからが作り出す生活政治という主
観的実在が最大限浮かび上がるようにした。
このような比較分析を通じて、諸事例間に共
通する意味をくくり出し、研究参加者たちの
主張を範疇化した。

３）研究参加者の選定

本研究の目的は、地域社会という脈絡で晋
州iCOOP生協が進めている生活政治運動を当
事者たちの視角で理解し探求するところにあ
る。こうした目的のため、本研究への参加者
たちの選定基準は、まず、晋州iCOOP生協で
地域政治を実現しようと努力する活動家およ
び組合員であり、加えて、外部者的視角から
晋州iCOOP生協が地域社会に及ぼす影響力を
ともに詳しくみるため、他の市民団体の活動

家を含めて定めた。このような基準に準じ
て、現在、晋州iCOOP生協で活動している活
動家および組合員６人と外部の晋州地域市民
団体の活動家３人で構成し、全９人を研究参
加者として選定した。

こうして最終選定された全９人の研究参加
者のうち晋州iCOOP生協から「市議会モニタ
リンググループ」運営等生活政治領域を担当
している活動家１人、晋州iCOOP生協で主催
している多様な活動に積極的に参加している
組合員３人、職場に通っているためiCOOP店
舗だけ利用している組合員１人、職場に通っ
ていないが生協活動も積極的ではない組合員
１人を対象に晋州iCOOP生協に関する話を聴
くことができた。晋州iCOOP生協に属さない
外部者については晋州医療院労組活動家１
人、晋州医療院対策委員会活動家１人、「晋
州ともに（晋州生活政治運動団体）」９活動
家１人で構成した。

４）研究の厳格性の確保

本研究は質的研究を遂行する過程におい
て、厳格性を確保するためグバ（Guba）と
リンコーン（Lincoln1985）が開発し提示し
た四つの基準である事実的価値、適用性、一
貫性、中立性にしたがった。第一に、事実性
の確保である。本研究結果の事実性を確保す
るため、面接実施以前に研究参加者たちと親
密感をもつよう彼らの地域社会への参加活
動、晋州地域の特性、住民たちの生と苦難等、
率直な経験に関する話をしながら、互いにラ
ポールを形成した。また録音記録を読み解い

９　「晋州ともに」は晋州地域で市民たちが生活と生に基盤をおいた地域政党をつくるという目標で設立された市民団体で、
正式名称は「生活政治市民ネットワーク晋州ともに」である。現在、晋州地域の市民120余人が加入している。
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たあとその内容について研究参加者たちに事
実の有無を確認し、足りないインタビューに
ついては電話をしたりメールで再度たずねる
方法をとった。第二に、適用性は研究状況の
外部の他の脈絡と意味に活用できるかを意味
する。本研究の適用性を確保するため、イン
タビュー内容以外に協同組合等の社会経済的
組織、地域運動関連論文、新聞、報告書等多
様な資料を共に比較分析した。第三に、一貫
性の確保である。このために、研究者４人は
導出された研究結果について相互に意見を交
換しながら生活政治の経験を最大限浮かび上
がらせる方向で合意を集約する等、間主観性
を確保しようと努力した。また質的研究に多
くの経験を有する研究者１人の諮問を経てそ
の意見を結果に反映させた。第四に、中立性
の確保である。本研究者らは晋州iCOOP生協
等を含めた協同組合組織体、特に主婦たちが
参加し主導している生活政治に対する偏見と

先入見を最大限排除し客観的な視角を維持す
る努力をした。

４．晋州iCOOP生協を通じた生活政治
経験分析の結果

１）晋州地域住民の生の危機と生活政治活動

の発端

晋州地域の生活政治運動が活発化しえた外
部的諸背景のうち一次的なものは「洪準杓慶
尚南道知事」と関連したものであった。洪準
杓慶尚南道知事が行った代表的行政活動であ
る「無償給食廃止」と「晋州医療院閉鎖」は、
晋州iCOOP生協の生活政治運動に対する起爆
剤となった11。大部分の組合員たちが子ども
を育てる女性組合員であったため、食べ物問
題と医療福祉問題を彼らの生において敏感に
受け取ったのである12。晋州iCOOP生協の３
人の組合員（Ｂ－１、Ｂ－２、Ｂ－３）は「子
どもたちの食べるご飯を奪うこと」に抗議す

10　深層面接参加者たちに対する子細な人的情報は最大限省略することにした。特定地域に接近する研究として研究対象の
規模が小さく、身元が明らかになる可能性があるためである。

11　晋州iCOOP生協は2013年３月から医療公共性確保と晋州医療院廃業撤回のための晋州市民対策委員会１次準備委員会会
議に参加する等、積極的な活動をつづけ（対策委2013）、主要作業として「公共医療拡大強化宣言式」を行った。

12　iCOOP生協で実施された組合員認識調査資料をみると無償給食拡大に83％程度の組合員が賛成の立場を示した（iCOOP
協同組合研究所2015）。

〈表２〉深層面接リスト10

事例 性別 職業 所属 深層面接日時

Ａ 女性 活動家 晋州iCOOP生協 2016.04.02

Ｂ－１ 女性 主婦 晋州iCOOP生協組合員（積極活動層） 2016.01.23

Ｂ－２ 女性 主婦 晋州iCOOP生協組合員（積極活動層） 2016.01.23

Ｂ－３ 女性 主婦 晋州iCOOP生協組合員（積極活動層） 2016.01.23

Ｃ 女性 職場人 職場のため店舗だけ利用する組合員 2016.02.20

Ｄ 女性 主婦 職場に通わないが活動しない組合員 2016.02.20

Ｅ 男性 活動家 晋州医療院労組活動家 2016.01.24

Ｆ 男性 活動家 晋州医療院対策委員会活動家 2016.04.02

Ｇ 男性 活動家 「晋州ともに」活動家 2016.02.20
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るため、無償給食廃止に反対する活動に参加
し、医療院閉鎖に反対する活動にも子どもの
健康、家族の健康を守ろうとする動きとして
参加した。

深層面接において注目すべき地点は、最初
に晋州医療院閉鎖の問題が発生したときは必
ず参加しなければという緊迫した必要性を感
じ る こ と が で き ず に い な が ら、 マ ー ズ

（MERS）事態以降、医療公共性の重要性に
同意し積極的な参加をはじめたという点であ
る13。晋州地域を詳しくみるとバスターミナ
ルを中心に相当多くの数の病院が密集してい
る。また、晋州医療院はすべての晋州市民が
愛用するほど活発に運営された施設ではなか
ったので、晋州医療院の必要性を切実に感じ
られなかった世論が存在した14。そうして、
マーズ事態の発生によって公衆保健問題が浮
き彫りになると、晋州医療院閉鎖が自己の生
活に直接影響を与えるものと認識され、
iCOOP生協の組合員たちも態度を変えるよう
になったのである。

「だから、私たちが2015年１月から６月ま
で、住民投票の署名をもらう活動を少しした
んですけど、公共医療の概念が実際すこし難
しいじゃないですか。それに、わたしたちの
国が、公共医療が全体で５％程度の水準しか
ない現実だから、別に接する機会もなかった
し、だから肌で理解することができなかった
んですよ。そして、いま晋州という地域的限

界と時間もたくさん過ぎて、そうしてみる
と、本当に関心がそんなに高くはなかったん
ですよ。大変な過程だったんですけど、５月
末にマーズがはじめて発生して、その後、拡
散して、６月には多くの方たちが公共医療に
ついて話をして、国会でもマーズが晋州医療
院の強制閉鎖がどんなに失敗だったか証明し
てくれた、こんな話も出たじゃないですか。
そうしてみると、市民たちの意識自体が変わ
ったみたいです。マーズを機会に。」（Ｅイン
タビュー 2016.１.24）。

あわせて、晋州地域だけが有している特性
によって市民運動的資源が晋州iCOOPの初期
形成段階で助けを与えた事実も確認できた。
晋州地域の市民団体活動家たちは、単に洪準
杓慶尚南道知事の行政に対する反発で生活政
治が活性化したというよりは、以前から関連
した活動を生協の組合員たちが行っており、
その過程でこのような特定の機会を得て積極
的な活動にまでつながっていったのであると
述べた。このような晋州地域だけの政治的脈
絡が晋州iCOOP生協を生活政治運動へ引き出
した背景といえる。

「…１／３はアトピーが育てただろうし、
その次に１／３は時代的流れ（エコロジカル
な価値に対する要求）の影響もあるだろうし、
…すでに元々、団体や組織活動の経験が多い
方がたくさんいたので、その方たちがいった

13　iCOOP生協で実施した認識調査資料をみると社会の議題に対する同意の程度が消費者権利強化、無償給食拡大等の食べ
物の安全については高く現れているが（５点満点中4.5点）、公共財の民営化停止項目は3.5点で低く現れている（iCOOP協
同組合研究所2015）。

14　晋州iCOOP生協が実施した「2013晋州市民意識調査」によれば、所得水準が低いほど晋州医療院再開に賛成し（69.3％）、
所得水準が高いほど反対の比率（22.1％）が高かった（晋州iCOOP生協2013）。
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んはiCOOP生協と言えば組合員に加入する可
能性が高いんですよ。既存の土台があるとみ
なきゃいけないですよね。はじめはそんな方
たちが参加されましたね。…どんなに土台が
良くても決定的なのは推進していく方たちが
どのように行っていくかですね。」（Ｇインタ
ビュー 2016.２.20）。

「…生協が地域のなかでその位置を定める
過程においても、市民社会と一緒にやったこ
とが多くの助けになったと思います。…はじ
め生協が地域のなかでその位置を定める過程
においても、市民社会との交流を通じて会員
を拡大して、その方たちがそれぞれの町〔原語
は동네：訳者〕で町の集まり〔原語は마을모임

だが以降もすべて「町の集まり」と訳した。こ
の言葉の意味は筆者の付した註15で説明され
ている：訳者〕とか知人を通じて会員を募集
して、こういう過程が多くの助けになったと
思います。…」（Ｅインタビュー 2016.１.24）。

晋州iCOOP生協は、活動を始めた草創期に
晋州地域内の活動家たちを通じてiCOOP生協
活性化に多くの助けを受けた。晋州地域は他
地域に比べ大学が多い方で、これを中心に学
生運動をしてきた人びとが地域を基盤に持続
的に社会運動を行い、iCOOP生協に影響を与
えたとみられる。ところが、他の晋州市の社
会団体の活動家は、iCOOP生協をはじめた当
時、地域社会から多くの助けを受けたとはい
え、現在の状況をみるとき、すべてを地域的
基盤環境の恩恵のみによっているとは判断で
きないと述べた。実際、晋州iCOOP生協をつ
くった初期の構成員たちが現在は他地域にう

つり活動を続けている状況においても、晋州
iCOOP生協の生活政治はより活性化してい
る。生活政治運動を行った初期の活動家たち
が存在しないにもかかわらず、晋州iCOOP生
協の活動が継続しているのなら、これは初期
の政治的環境や特定構成員の影響力のみでは
解析し難い他の点が存在しているためとみら
れる。したがって、本研究は、晋州iCOOP生
協がいかなる運営方式とプログラムを通じて
組合員の生活政治運動に対する認識を強化し
拡大させているのか詳しくみようと思った。

２）組合員たちの小さな集い活動と「生活政

治」についての学習

晋州iCOOP生協では、市議会モニタリング
グループ事業を推進するため組合員の参加を
誘導する様々な活動を行った。まず、理事た
ちをはじめとした核心活動家たちが市の予算
分析とモニタリングの助けになりうる人を招
聘し予算分析について学び学習会をすすめ
た。以降、一般組合員たちが活動している町
の集まりと個別の小さな集い等をたずねて生
活政治の事業を知らせた。のみならず、ホー
ムページ、文字、ソーシャルネットワークサー
ビス、消息誌〔ニュースレターに相当する：
訳者〕等を通じて事業が進んでいる過程を伝
えた。特に『ユンソマム』という消息誌を通
じてモニタリング結果等を公表した。

「…ユンソマムという消息誌が毎月出ます。
詩もあり案件もあり、いつも政治的案件があ
りましたよ。」（Ｄインタビュー 2016.２.20）

しかしながら、消息誌のような媒体を通じ
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て市議会モニタリンググループへの参加を誘
導するには限界があった。消息誌を通じて伝
えようとする内容が誌面の限界のため十分で
なく、組合員たちが一回性の公示として認識
し内容について容易に忘れたりもした。

このため、晋州iCOOP生協事務局では電話
モニターを通じて組合員たちの参加を組織
し、各種小さな集いと町の集まりへの参加を
通じて生活政治事業の一環として市議会モニ
タリングの必要性を説明した。

「もちろんある程度はあるでしょうけど（地
域的特性から受ける助けが）かなり少ない部
分じゃないかと、私の考えでは、iCOOPがた
くさん努力したみたいです。iCOOPが出発し
て10年にして3,000組合員数をなしとげたよ
うですけど。私たちの子どもたちと家族たち

の安全な食べ物だけではダメだったと思いま
す。それで足を広げるための様々な活動をは
じめたんでしょう。いろんな小さな集いと多
くの町〔原語は마을：訳者〕単位の集まりがあ
りましたよ。これは基本的にiCOOPを維持で
きる体系がしっかりしているから…」（Ｆイ
ンタビュー 2016.４.２）。

このように晋州iCOOP生協の活動家たちは
町の集まり15と多様な小さな集い16を生活政
治を知らせるための連結通路として認識し活
動を展開していった。ある組合員は町の集ま
りを通じて食べ物についての情報のみなら
ず、無償給食問題と晋州医療院に関する情報
に接し、市議会の傍聴にも参加することがで
きた。他の組合員たちも生活政治の事業に参
加するようになったきっかけとして町の集ま

りに言及し、組合員としての意
識が生まれる空間だと述べた。

「…議会傍聴をするようにな
ったきっかけが何かと言うと、
町の集まりに行ったんですけ
ど、わたしたちが次の町の集ま
りを月に一度するんですけど、
それを全員で議会傍聴すること
にしました」（Ｂ－３インタビ
ュー 2016.１.23）。

15　町の集まりは居住地域が近い組合員同士でもつ集まりを言う。定期的に集まり組合員たち間でコミュニケーションを強
化し、情報交流、iCOOP生協の事業について共有する場として使用される。しかし、町の集まりの参加率が生協組合員の
中で15.3％と高い方ではない。実際知ってはいるが、参加時間の不足（48.7％）や育児負担（16.0％）のために参加できな
い組合員が多かった（iCOOP協同組合研究所2015：86）。

16　小さな集いは町の集まりと類似の活動を展開しながらも、似たような趣味を共有し学ぶことを目的としている。小さな
集い活動もまた参加時間不足と育児負担のために9.5％の低い参加率を示しているiCOOP協同組合研究所2015：82）。した
がって、町の集まりと小さな集いの参加率を高める方法が生活政治拡大に直接的な影響を与えるものとみられる。

〈図１〉地域生協の消息の受信経路（単位：％）
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資料：iCOOP協同組合研究所、 2015：107.
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町の集まりはiCOOP生協の事業について単
純に伝える水準をこえ、理解させ説得する空
間としての役割をはたした。こうした過程を
ふんだ組合員たちの間でモニタリンググルー
プ事業の必要性に共感し参加する契機が形成
されたのである。あわせて、組合員の深層面
接を通じて、町の集まりに参加する組合員た
ちの情報習得において質的差異が発生する点
をとらえることができた。消息誌やホームペ
ージのみを通じてiCOOP生協の活動に接する
組合員たちとは異なり、町の集まりを通じて
教育と討論に参加した組合員たちは同じ公知
メールに対しても異なる反応をし一層記憶す
る姿勢を示した。

「…小さな集いをするようになると、もう
少し来る人が増えると思います。店舗にポス
ターを貼っておいても小さな集いをする人た
ちがみるんですね」（Ｂ－２インタビュー
2016.１.23）。

町の集まり以外にも生活の議題を中心に形
成された委員会や小さな集いも組合員たちを
生活政治運動に参加できるようにする役割を
果たした。各種集まりで進行する生活政治に
関連した予算学校と政治講座のような講演や
セミナーは組合員たちの活動を多様な領域に

一層拡張させた。

「…私は政治問題に関心をもつようになっ
たんですが、委員会活動を食品安全委員会で
はじめたために、食べ物の他に毎月月に一度
勉強をしました。そのとき思いがけず脱核に
ついて勉強をしました。キム・イクチュン教
授の講義をきいてみると、お母さんたちが子
どもたちに、単純に良い食べ物のために気を
配っても、今日食べるマグロが放射能に汚染
されたものであれば、何の意味もないんで
す。少しずつもっと考えを広げるようになる
んですよ…」（Ｂ－２インタビュー 2016.
１.23）。

組合員たちは町の集まりに参加するまで生
協の活動に対して躊躇したが、参加以降はか
れらが接するようになる諸事象についてより
積極的に意見を提示し参加する姿勢を示し
た。このように町の集まりは、定められた事
業と目的があるよりは、生活政治運動など
iCOOP生協活動へ参加するまでの悩むことが
できる空間として機能したとみることができ
る。生活政治事業17も組合員個々人に会って
説明するよりは、町の集まりという空間をた
ずねて様々な組合員たちがともに悩んだため
に参加へとつながりえた。町の集まりは一つ

17　〈表３〉晋州iCOOP生協の生活政治事業の内容

事業名 日時 内容
１ 予算学校講師養成課程 ３月 活動家たちが予算学校養成課程を修了し住民参加予算制講師になる
２ 訪問していく予算学校 ９－10月 町の集まりと小さな集いをたずねていく予算学校進行
３ 晋州市議会モニター１次 ９月 第172回晋州市議会定例会モニター進行
４ 晋州市2015年予算分析 11－12月 2015年度晋州市予算検討、分析および記者会見

５ 晋州市議会モニター２次 11－12月 第174回晋州市議会定例会モニター進行

資料：晋州iCOOP生協（2014）．
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の公論の場として組合員たちの参加活動に動
機付与を提供するなど、推進する役割をはた
していることが確認できる。

３）市議会モニタリンググループの参加活動

と認識の変化

（１）「私が出した税金を正しく知ること」
晋州iCOOP生協が行った生活政治運動は、

特定の生活政治事業の枠内でのみなされるよ
りは多方面にわたっている傾向が強い。代表
的には消費者協同組合として安全な食べ物に
対する強調は生活政治と脈を通じている。晋
州医療院閉鎖に反対するための行動や無償給
食を維持するために行った活動も日常生活の
重要な価値を守り実現するという次元におい
て生活政治の一環とみることができる。

晋州iCOOP生協が主な生活政治事業として
進めた活動は、晋州市の予算をはじめとした
市議会の議会政治活動に対するモニタリング
であった。晋州iCOOP生協はこの事業を通じ
て市議員の議会政治活動を参観し、ときには
直接招請し市政についての話もきき、生活の
中からの要求を伝える通路をつくろうとし
た。また、市の予算分析を行ってみることで、
地域に対する関心を高めて財政運営の透明性
と公正性も倍加させることを目的としている

（晋州iCOOP生協2015）。晋州iCOOP生協は、
生活政治と関連した様々な事業が存在するに
もかかわらず議会政治モニタリングを選択し
た。議会政治モニタリングが難しくなく短時
間で政治の領域を経験できるようにしてくれ
るからである。これは、組合員に対する理解
を基礎に晋州市を変化させる前に、まず組合
員の変化をつくりだすため行為者中心で生活
政治運動に接近したことを示している。

「他の様々な方法がありますが、組合員た
ちがまったく生活政治の方にあまりに拒否反
応、政治という言葉に拒否反応をおこす一般
主婦たちが、簡単に行うことができながら、
きっちり一時間だけ座っていれば、非常に衝
撃的なもの、それが私はモニタリングである
と思います。…そこでなされる様々な会議の
進行をみるだけでも、「私の税金がこっちに
いってるんだ」、「今うまくいかずに質疑し
ているのに、応答はおかしな方向にしてる
な」、「こちら側で質問してあげなきゃいけ
ないのに、まったく勉強してこなかったんだ
な」、それらの事実を１時間だけきっちり座
っていれば全部目に入ってくるんですよね。
それでiCOOP組合員たちがするには、非常に
簡単にするには、外部モニターが容易であり

18　晋州市議会モニタリング報告内容を整理すると〈表４〉のとおり。
〈表４〉晋州市議会モニタリングの報告内容

内容 日時 場所 参加者 活動報告
福祉産業常任委
モニター ４.20 晋州市議会 学父母30人傍聴ほか多

数は１階ロビーで待機
福祉産業委員会市議会モニター（庶民子女教育費支
援条例案否決）

福祉産業委員会
モニター ５.26 晋州市議会 学父母多数 庶民子女教育支援事業追加予算案通過反対傍聴（市

費36億余ウォン中15億２千余万ウォン削減され通過）

本会議モニター ５.27 晋州市議会 学父母多数
庶民子女バウチャー事業（教育福祉カード支給）の
ため市費で編成された22億６千余万ウォンのうち半
分の11億３千余万ウォンを削減通過

資料：晋州iCOOP生協（2014）から一部再構成．
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ながら、簡単で良いと思って。そして絶対必
要だと。」（Ａインタビュー 2016.４.２）

市議会は主に昼に開かれるため主婦が大多
数を占める組合員たちがモニタリングに参加
することに有利だったという点も、この事業
を選択するようになった理由のうちの一つだ
った。既存の市民団体は主に常勤の活動家た
ちを中心にモニタリングを実施してきたが、
晋州iCOOP生協は組合員を対象として予算分
析に関する教育とモニタリング、その後の報
告書18作成を通じた記者会見まで行い、生活
政治を実践し得る契機を設けていった。

（２）生活政治に対する習熟と関心の拡大
晋州iCOOP生協は、政治は自分の生活と無

関係だと考えてきた組合員たちに実際に政治
活動がなされている現場を示してみせた。す
ると組合員たちは自分の生に影響を及ぼす法
案と予算案がどのように通過するのか体感す
るようになり重要性を認識し、政治を観察す
る視角が変化した。かれらはモニタリングへ
の参加を通じて、ニュースなどの媒体によっ
てのみ接していた政治領域を直接対面するこ
とで習熟することができ、自己の生を他人で
ある政治家たちがつくってくれるのではなく
自ら選択できるという点をさとった。2014年
に実施された市議会モニタリングには平均２
～３人の組合員が参加したが、2015年に実施
された市議会モニタリングには一回に最大30
余人が参加するなど関心の増大を示した（晋
州iCOOP生協2014；2015）。のみならず、2015
年には予算学校講座を増やし、そこで進めら
れた予算分析の結果を市議員たちに伝えるな

ど活動の積極性も増していった（晋州iCOOP
生協2015：２－４頁）。

また、組合員たちがiCOOP生協の活動に参
加することを見守りながら支持をおくる組合
員の家族も現れた。iCOOP生協の活動、特に
生活政治の事業は、育児と家事労働に重きを
おいていた女性組合員の生に政治領域に対す
る参加と関心を触発した。

「…はなから関心がなかったものが情熱的
に変わるケースをたくさん見ましたよ。単に
遊びに来て活動に参加するようになった人た
ち。私も若干そんなケースです。政治的な考
えもたくさん変わって、私も慶尚道で大きく
なって両親に洗脳された部分が多かったんで
すが、活動しつつ「何？何？」と言いながら
たくさん知るようになったんですよ。…とこ
ろでわたしたちの夫婦は二人とも変わったケ
ースです。夫は関心がなかったんですけど、
私が知るようになり主張し続けると夫も変わ
るようになったんですね。家庭でも確実に影
響がありましたね」（Ｄインタビュー 2016.
２.20）。

地域の政治領域で市民たちが困難なく参加
しながら日常を改善していける部分を発掘し
たという点は、生活政治運動において一つの
重要な実践事例としてみることができた。市
議会モニタリンググループは、晋州地域が変
化する前に参加していた組合員により一層影
響を与えた。最初に参加したとき組合員たち
が感じたものは不自然さときまりの悪さだっ
た。しかしながら、モニタリングをくりかえ
すほど「政治」に習熟し市議会の活動に積極
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的な関心を現しはじめた。

「…私、以前は政治という単語自体が嫌で
した。ニュースも見なかったし最初から関心
がなかったんですが…私が関心をもたなきゃ
いけない部分が多いと。福祉とかの方。福祉
課で行うことを行って見て、耳にすっすっと
入ってきて…晋州にできた新しい施設につい
ても聞いて、事件についても聞いて、共感し
たり直接みずから出て行くようになりまし
た。参加もたくさんしたいし、視角も変化し
て、最近うかぶ考えは近頃の無償給食につい
て、ものすごい成果をつくりだしたじゃない
ですか…」（Ｂ－３インタビュー 2016.１.23）。

「…出席しない市議員たちがいます。そう
すると私たちが注意深く見ます。ある議員は
自分が活動する日も出てこないのに、その議
員は他の市民諸団体と市民が予算公告するの
に、また出席しないで、そのとき思ったこと
が、明らかに自分が議題を示す日も出席せ
ず、そのあと市民たちが勉強しながら発表す
る日なのに、その日もまた出席しないので、
何の魂胆でこんな風にするのか？…今や市議
員たちはあんな風にしていいのか？と悩むよ
うになりました。予算についても、ニュース
聞いてもさらにもうひとつ見るようになりま
した。私のお金をあんな風に使うの？あんな
風にしたらダメなのに…」（Ｂ－３インタビ
ュー 2016.１.23）

主婦の組合員たちが育児と家事労働にのみ
専念しながら、協同組合を通じて自分だけの
活動を構築し自己実現を果たした過程に接す

ることができた。経歴が断絶したり趣味の活
動を続けられなかった組合員たちが小さな集
いをつくり参加し、それまで行ってきた活動
を続けて行くようになり生の活力が生じた事
例もあった。

「子どもたちがみるときも、そういうこと
（生協活動）をみると、お母さんがすごいよ
うにみえるんですね。代議員も手をあげさえ
すればできることです。…うちの子どもたち
がどんな風に考えるかと言うと、代議員をし
て自分のお母さんの名前が出てくると、お母
さんをすごい人と思います。母として特別な
ことがあるでしょうか？自分の子どもから

「お母さん最高」という話をきくことがそれ
です。そんな話を聞きながらとても自尊心も
高 ま っ て …」（ Ｂ－ ３ イ ン タ ビ ュ ー 2016.
１.23）。

しかしながら、市議会モニタリングで焦点
をおいた生活政治活動は組合員全体の特性を
考慮しえない限界を示すこともあった。職場
人の組合員のような場合、週の昼間に集中し
ている活動に参加できなかった。

「…主に週のうちにたくさんするようです。
（本当に主に主婦たちに合わせてる？）はい、
まだまだそのようです。…」（Ｃインタビュ
ー 2016.２.20）

幼い子どものいる組合員は生協の育児と家
事労働支援の様々なプログラムがあるにもか
かわらず、生活政治活動に参加しえなかっ
た。興味深い点は、積極的に生協活動に参加
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している組合員たちが、生協の長所として子
どもたちのいる組合員に対して生協の運営が
とても親和的であると評価したという事実で
ある。こうした両意見の衝突過程において、
生協の家事労働に対する方式が生活政治の議
題にまで進むことができていないという点を
発見した。まず、子どもとの親和性の強調を
通じて主婦の組合員を増やし主婦の組合員た
ちが活動の中心にいるものの、幼い子どもの
育児負担がある組合員までは、共に行いえな
い点を示している。また、子どもと共に行い
うる主婦組合員のためのプログラムが運営さ
れていたとしても、「おかず教室」や子ども
の食べ物に関連した集まりが主として運営さ
れ、家事労働を社会化しえず、主婦のみの専
門性をより一層育成する結果を生じさせた。
iCOOP生協は、家事労働の役割が主婦組合員
へと限定された状況を放置したまま、容易性
の側面からプログラム支援方式によって育児
と家事労働の問題を解決しようとする限界を
示したのである。生活政治の価値を実質的に
実現する次元において、私的領域を公的領域
へと引き出し社会化させる企画が不足してい
た（イ・ヒョニ2004：138）。家事労働の領域
を国家的次元において責任をとるようにさせ
るならば、主婦組合員のエンパワーメントに
集中した生活政治事業は、育児を担当したり
職場に通う女性にも拡大されうる。

（３）市議会の変化をつくり出すための動き
iCOOP生協の組合員たちは市議会会議に参

加し進行過程を傍聴しながら「晋州市議会モ
ニター報告書」を定期的に作成した。これは
市議員たちの態度の変化を促し求める資料と

して活用されたりもした。モニター報告書の
主な内容を詳しくみると、「晋州市長が居眠
りをしている。」、「〇〇〇議員が予算決算特
別委員会に欠席した。」等の態度に関する詳
細な記述から、福祉予算中の特定項目が削減
されての通過や財政自立度の数値についての
言い間違いを指摘するなど、専門的な内容ま
で記述されている（晋州iCOOP生協2014；
2015）。晋州iCOOP生協は、恒常的な市議会
政治活動のモニターを通じて蓄積された報告
書を基礎に当該年度予算案に対して質疑する
記者会見を行ったり、許可されなかった予算
決算特別委員会傍聴に対して抗議し傍聴を行
うなど、市議会に対する積極的監視を行っ
た。晋州iCOOP生協の組合員たちはこの過程
で市議員たちの態度が以前とは少し変化した
と感じた。また、組合員たちが住民参加予算
制度に参加してから、すでに予定されていた
１兆450億7,300万ウォンの予算中、0.7％に該
当する73億1,300万ウォンの予算を晋州市民
たちが要求する所に使用できるようにした。
このように組合員たちが市議会の議会政治活
動を行って以降、晋州市議会も少しずつ変化
が生じたというのであった。

「…私たちの変化もありましたが、市議員
たちがたくさん変わったようです。…この方
たちが慎重になるんです。言葉一つも慎重
に。…市議員たちが意識をします。そのまま
通り過ぎるであろう事どもを再び話したり…
また行くと変化がありました。はじめは不服
のようでしたが、二度行き三度行くと、あの
方たちの姿勢が変わりました。当然の権利を
行使されに来られたんだな。…政治を行う方
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たちの変化はすぐ現れるようです…」（Ｂ－
３インタビュー 2016.１.23）。

組合員たちは市議員たちが少しずつ変わる
姿をみると、自分たちも政治を変えることが
できるという認識をもつようになった。これ
とともに、かれらの生に直接影響を及ぼす相
当な構造的経済的諸要素がこの市議会を通じ
て決定されるということを知るようになった。

「…人びとの考えがとても変わりましたね。
市議会に参加するようになって。私たちが見
なかったときは市議員たちが単に自分たちで
判断してやってるんだなという程度だったん
ですが、直接行ってみると、私たちの市のお
金が税金がどんな風に使用されるのか関心が
無かったんだなあ、市議員の資質があの程度
でしかないのか等を感じて…確かに市民が参
加するとき、あの人たちも緊張感を感じるよ
うになるんですね。誰もいないのと人びとが
見に来るのとでは違うでしょ。そういう面で
生活政治はとても大きな影響がありました」

（Ｂ－１インタビュー 2016.１.23）

このように組合員が市議会の議会政治活動
に参加することは組合員個人の自己実現のみ
ならず、新しい方向性をもった地域発展を喚
起し得る。既存の地域政治は該当地域の発展
のみを意味した。予算を引っ張ってきて自分
の地域のみよく生きる地域主義として現れた
のである。しかしながら、生活政治を通じて
代案的地域主義としての地域政治を実現する
のであれば、他地域との共生関係の中で均衡
発展を共になしとげることができる。

５．結論および提言

ここまで本研究は、質的研究を通じて晋州
iCOOP生協の組合員たちが生活政治運動、特
に市議会モニタリンググループ活動を中心
に、生活政治に対する経験がいかなるもので
あるかについて詳しくみた。晋州iCOOP生協
の組合員たちは無償給食を維持するための活
動と晋州医療院閉鎖反対運動を共に行い、市
民生活の公共性を守る運動を展開していっ
た。日常生活をおびやかす事案が発生した後
から対応する方式によって参加したのであ
る。のみならず、晋州iCOOP生協だけが主導
的に企画し実践してきた事例があった。晋州
iCOOP生協の活動家たちは市議会モニタリン
ググループを企画し一般組合員をして市議会
の議会政治活動を見守るようにし、市で策定
した予算がどのように用いられているか分析
した。これを通じて組合員たちは、政治に対
する拒否感をなくし自己の生がどれだけ政治
領域と密接に関連しているか自覚していき政
治意識を鼓舞しえた。

また市の予算を検討する過程でみずから参
加し市民たちのための予算を確保し、誤った
場所に用いられている予算を明らかにし是正
することで、このような活動が晋州市と自己
の生を変えるという点を確認し、生活政治運
動に対する満足感と自信感を高めた。かれら
の活動は自らの自尊心を高めるのみならず、
沈滞している地域に新しい活力を喚起し地域
発展を牽引する市民としての役割をはたし
た。しかしながら、晋州iCOOP生協の事例が
生活政治の価値をすべて実現したとは言えな
い。より正確に言えば、その間、生活政治を
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標榜して事業を進めてきた試みが少なかった
ため、どのような方向に進んでいるのか評価
しづらい点もあった。

したがって、本研究結果を基礎に、地域社
会において住民中心の生活政治が一層活性化
するようになるため、いくつか提言を加えよ
うと思う。第一に、本研究結果によれば、組
合員たちの市議会モニタリンググループへの
参加経験や市民社会活動を通じて、かれらの
地域社会や政治に対する認識が一層成熟した
ことを発見することができた。ここに、協同
組合や市民団体、地域共同体など民間組織に
おいて進める生活政治事業は、組合員たちや
地域住民たちの主導性を構築する方向で実行
すべきである。これはすなわち、地域社会の
変化を引き出す自生的力量と直結するためで
ある。生活政治は、福祉や公共サービスの提
供における断片性と受動性を克服し、地域住
民たちみずからが地域問題を解決していくこ
とができる自生的力量を育てるものでなけれ
ばならない。地域住民たちを客体化し対象化
する既存政治の接近方式は、普遍的な権利に
基盤をおいた地域政策や制度を設けて肯定的
な地域社会の変化を引き出すにあたって、障
壁になりうる。したがって、地域住民たちが
受動的で依存的な位置から抜け出し、かれら
みずから地域問題を認識し能動的に解決して
いくことできる住民の主導性と力量、参加を
強化する方向で生活政治事業が用意されるべ
きである。

第二に、本研究結果によれば、組合員たち
の間の小さな集いを通じて相互作用が拡大
し、それによるかれらの間の凝集力が増幅し
て現れた。ここに、自生的民間団体や共同体

組織を活性化するため、住民たちの欲求、意
思、必要を反映した小さな集いを構成して支
援することが必要である。加えて、住民の小
さな集いを持続的に管理しモニタリングでき
る事業のロードマップを設けなければならな
い。また、組合員や住民たちがみずから組織
を運営し管理できるように、かれらに自律性
を最大限付与すべきである。

住民の集まりが地域団体と協業し自生力を
もつことは相当の時間を必要とする過程とし
て把握される。町の集まり以外にも生活議題
中心に形成された委員会や小さな集いも組合
員たちを生活政治運動に参加できるようにす
る役割をはたした。それにもかかわらず、各
種集まりにおいて進行する生活政治に関連し
た予算学校と政治講座のような講演やセミナ
ーは、組合員たちの活動を多様な領域へと一
層拡張させうる方向で構成すべきである。こ
れは、地域住民たちの間のコミュニケーショ
ンと凝集力、共感帯を拡張させるにあたって
肯定的な役割を及ぼすであろう。また、地域
社会の物理的空間は、地域住民たちの間のコ
ミュニケーションと円滑な相互作用のための
必須条件として、住民たちが地域社会にひそ
んでいる空間を自由に活用しうるようにすべ
きである。

第三に、地域社会運動や生活政治に対する
基本知識の涵養と理解、住民の組織化、市民
団体との協業、連帯等のために、現場の活動
家と組合員たちの教育的・社会的力量を育て
るべきである。本研究結果から、市民運動や
生活政治に対する組合員たちの認識がまだ微
弱で、消極的参加、そして地域資源の不足、
団体のインフラ不足等が、障壁として発見で
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きる。したがって、生協に所属した組合員の
みならず、地域住民たちのための地域共同
体、生活政治、市民運動等に対する体系的教
育過程が必要である。地域社会中心の政治
は、新しい領域としてまだ経験も不足し慣れ
ない部分が多いので、生活政治や市民社会運
動に対する知識と技術、実践戦略に慣れて学
ぶべきである。こうした過程を通じて、既存
の中央政府と政治家、供給者中心の政治から
市民社会中心の地域政治を行うにあたって、
かれらの認識を転換し力量の涵養に寄与し得
る。

以上で詳しくみたように、本研究は晋州
iCOOP生協の組合員たちの生活政治の経験に
ついて考察した。本研究は、晋州iCOOP生協
の市議会モニタリンググループという局限さ
れた領域に限って、組合員たちの生活政治の
経験に接近し詳しく見た結果として、研究の
限界点を有している。したがって、向後、多
様な地域組合の生活政治運動の事例を発掘
し、地域の市民社会と生活政治に関する豊富
で深度ある議論が進められることを提案し、
ここに本研究結果は後続の研究のための基礎
資料を提供するところに意味があるであろう。
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解題

韓国において生協事業の根拠法である消費者生活協同組
合法が施行されたのは1999年であった。農業協同組合法

（1961年）や信用協同組合法（1972年）に比べると、その
制定は遅かった。1996年時点で生協の総組合員は約７万人
であり、農協202万人・信組471万人などに大きく水をあけ
られていた（丸山1999、47頁）。その後、生協事業は急伸し、
後述のように、2018年には４つの地域生協連合会傘下の組
合員数だけで120万人弱に達している。この20年間は、韓
国生協事業の急拡大期であったということができる。

韓国の協同組合事業のなかで最大規模を誇る農協は、植
民地期の前身団体（金融組合・農会）以来、官製団体とし
ての性格が強かった。それに対して、生協（消費組合）は、
植民地期から今日に至るまで、自主的な活動によって展開
してきた。以下では、韓国生協の歴史を簡単に紹介する。
本論文が分析対象としている生協運動の歴史的背景を理解

するための一助としていただきたい。
韓国生協の歴史的起点は、植民地下での消費協同組合に

遡る。1920年代以降、農村における商品経済化の進展およ
び都市における人口増加を背景として、消費生活の改善を
目的する協同組合運動が広がっていった。キリスト教系
列、天道教系列あるいは社会主義系列などの消費協同組合
が作られた（以上、イ・ギョンラン2013、46、50～ 51頁）。
しかし、こうした消費組合も、朝鮮総督府による運動への
抑圧と戦時経済統制によって困難となった。

解放直後の朝鮮では、キリスト教系列と社会主義系列の
協同組合運動が再興された。しかし、南北分断と南北両国
建国の過程で、朝鮮半島南部（韓国）において後者の運動
が姿を消していった。そして国家主導で農協などの官製協
同組合の設立が進行するなかで、自主的な協同組合運動は
停滞した。しかし、1960年代には、朴正煕政権に対抗して、
カトリック系列の信用協同組合運動が盛んになり、それが
母体となって消費協同組合が設立されていった。1970～
80年代初には、これら信協運動のほかに女性運動、労働運
動あるいは地域運動を基盤にして都市部に消費協同組合が
設立された。そして1983年には消費者協同組合中央会が創
設されている。しかし、同じ時期に登場した民間資本によ
る大型流通業態に対抗できずに80年代後半には後退を余儀
なくされた（以上、イ・ギョンラン2013、53～ 60頁）。

ところで、朴正煕政権下での「緑の革命」により、韓国
農業において化学肥料や農薬の使用量が増大した。1970年
代末には、それを批判して有機農業を実践する農民団体が
現れた。また、80年代半ばには、農産物市場開放が進展す
るなかで輸入農産物の安全性に対する消費者の懸念が高ま
った。こうした状況の下で、有機農業者との直接取引を行
う消費協同組合の活動が活発化していった。1985年には、
生産者との契約栽培によって有機農産物を共同購入・宅配
する方式の協同組合が設立され、生活協同組合（生協）の
名称がはじめて用いられた（イ・ジェウㇰ2011、３頁）。
生協という呼称には、消費協同組合という枠組みを超え
て、環境破壊に対応するための有機農産物の使用や地域コ
ミュニティ活動の展開などを通じて生活問題を解決しよう
とする意志と理念が込められている（金奇泰2014、145頁）。
これ以後、生協が消費協同組合のなかで主流を占めていく。

1980年代後半には、民主化運動が進展するなかで市民運
動、労働運動、学生運動などが活発になるとともに、生協
運動も新たな展開を見せた。80年代後半以降の生協運動は、
以下の４つの系統に分類できる（以下、チョン・ウンミ
2006、４頁）。①信協（前述）系統の協同組合、②韓国独
自のエコロジー思想である「生命運動」思想を唱える農民
運動団体ハンサルリム（「ひとつの暮らし」の意）が都市
消費者を組織化した協同組合、③宗教団体（YMCA、カ
トリック、仏教など）や市民団体（女性民友会など）を母
体として設立された協同組合、④労働運動や学生運動の運
動団体が設立した地域協同組合。1980年代末から1990年代
末にかけて、これら４系列の協同組合は、それぞれ、首都
圏事業連合（ドゥレ生協連合会に改称）、ハンサルリム連
合、女性民友会生協（幸福中心生協連合会に改称）、韓国
生協連帯（iCOOP生協連帯に改称）という連合会を組織
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していった。
1990年、消費者協同組合中央会は生活協同組合中央会へ

と改称し、生協法制定に向けた運動を開始した。しかし、
一般小売業者の反対にあって、法制の実現は困難であっ
た。その後、韓国政府が「親環境農業」の推進を政策課題
として取り上げるなかで、有機農産物取引の実績を有する
生協を活用するという観点から、1998年に「消費者生活協
同組合法」を成立させるに至った。しかし、この生協法が
規定する経済事業の対象は、「農水産物・畜産物・林産物
とその加工品および環境物品」に限定された（以上、チョ
ン・ウンミ2006、８頁）。

2000年代に入ると、BSE（狂牛病）に関わる米国産牛肉
輸入再開問題あるいは中国産乳製品のメラミン混入問題な
ど、食品の安全性に関わる問題が発生した。それを契機に
生協への関心が高まっていった。上記の４生協連合会の組
合員総計は、2000年の４万6,000人から2010年には47万
2,000人 へ と10倍 以 上 に 急 伸 し て い る（ 以 上、 李 香 淑
2016、37～ 39頁）。

2010年には生協法が改正されている。主要な改正点とし
て、次の３点があげられる（以下、丸山2010、47～ 49頁）。
①事業範囲の限定が取り払われるとともに、保険・医療、
共済事業も認められた、②生協連合会および全国連合会に
関する法的根拠を与えた、③ICA協同組合原則をふまえ
て、非営利法人であること、地域社会の持続的発展に貢献
すべきこと、協同組合間の協同に努力すべきことを定め
た。2010年代にも生協事業規模は引き続き拡大し、先述の
ように、2018年の４生協連合会の組合員総数は118万8,000
人に達している（シン・ヒョジン2019、145頁）。

次に、本論文の分析対象であるiCOOP生協連帯につい
て、簡単に紹介したい。1997年に、新環境農産物の産直事
業を行っていた首都圏の６つの小規模生協が、その経営難
を克服するために共同事業を開始した。そして、経費節減
のための物流統合を目指して、1998年には21世紀生協連帯
を設立した（李香淑2018、31頁）。2001年に韓国生協連帯
に改称、2008年にはiCOOP生協連帯に改称している。2018
年時点での事業規模を４生協連合会（上述）のなかで比較
すると、会員単位生協数は99で、４連合会総数162の61.1
％を占めている。供給高5,710億ウォンは、４連合会総計
１兆1,380億ウォンの過半（50.2％）である。そして、組合
員数は28万3,000人であり、組合員数最大のハンサルリム
連合66万1,000人に次いでいる（シン・ヒョジン2018、145頁）。

iCOOP生協連帯においては、労働運動や学生運動など
の経験者が、地域運動や大衆運動の一環として生協運動に
取り組んできた。そして、物流の効率化を通じて有機農産
物を低価格で供給することで、一般消費者の生協事業への
参加を促すことに事業の重点を置いてきた。組合員は、単
位生協を介さずに直接連合体と取引しており、単位生協は
組織運動に集中している。組合員は、単位生協の運用経費
として「組合費」を分担している。この独特の制度は、組
合員の帰属意識と利用率を高め、単位生協の収益安定化に
寄与している（以上、チョン・ウンミ2006、７・８・13頁）。

先に述べたように、2010年生協法改訂に際しては、ICA
協同組合原則を踏まえて、地域社会の持続的発展への貢献

を生協の努力義務として規定している。iCOOP生協連帯
は、2010年代には、公共サービス（水道・医療・ガス・鉄
道）の民営化に反対する運動や脱原発にむけての運動など、

「社会公共性」を課題とした運動にも取り組んでいる。晋
州医療院廃業反対運動や密陽送電塔（新古里原発からの高
圧送電塔）反対運動は、その具体例である（李香淑2016、
40頁、李香淑2018、36～ 37頁）。本論文が「生活政治」と
いう観点から分析対象として取り上げている晋州iCOOP
生協の事業もまた、こうした領域に属するものであるとい
える。

晋州iCOOP生協が位置している晋州市の概要を述べる。
晋州市は、朝鮮半島南西部・慶尚南道の西部に位置する内
陸都市である。高麗・朝鮮時代には、「牧」が置かれ、こ
の地域における行政の中心都市であった。市内にある晋州
城は、豊臣秀吉の朝鮮侵略時の激戦地としてよく知られて
いる。大韓帝国期の1896年には慶尚南道の道庁がおかれた
が、植民地期の1925年に釜山に移転された。1995年に晋州
市と普陽郡が合併して現在の晋州市が誕生している。

最後に本論文の執筆者の方々を簡単に紹介したい（職位
は現在のもの）。ホ・ジュンギ（許俊起）氏は、高麗大学
社会学科博士修了生で、福祉国家論・障がい者政策を研究
対象とされている。キム・ヂョンソク（金廷錫）氏は、東
国大学社会学科教授で、老年社会学・社会調査論・社会統
計分析を研究対象とされている。シン・ユリ（辛侑俐）氏
は、東国大学人口と社会協同研究所学術研究教授で、障が
いと老化・地域共同体・包括的ケアを研究対象とされてい
る。チョウ・ヒョンヨン（趙顕鈆）氏は、韓国政治研究会
研究委員であり、韓国現代政治と政治発展を研究対象とさ
れている。末尾ながら、貴重な研究成果の翻訳を快諾して
いただいたことに改めて感謝申し上げる。　

（この解題は松本が執筆担当した。松本の見解である。）
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